
地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

採択大学：山形大学（強化を図る機能：①、②、③）

参画機関：東北大学、会津大学、福島大学、宮城大学

取組内容の概要

新たな社会変革を牽引する人材と知を創出し、世界トップレベルの実践的イノベーションによる
未来のサステナブルな社会の実現と南東北の地域創生に貢献

現在 10年後

地域と共創し､実践的で持続的な革新技術をもたらす研究大学【 10年後の大学ビジョン】

【大学ビジョン実現に向けた戦略・プロセス】

戦略②

イノベーション

地域産業サステナブル化
で地域創生を牽引

グローバル
イノベーション

ハブ

サステナブルな社会の実現

南東北の地域創生への貢献

多様なセクターで
活躍する高度専門
人材育成の場国際的な

サステナブル
研究拠点

戦略③

地域創生

戦略①

研究の卓越性

戦略共通

大学改革

地域中核･特色ある研究大学

充実した研究環境
強固な経営基盤

研究連携・
マネジメント人材・
組織の強化

本学の強みである有機材料システムをサステナブルエレクト

ロニクスに進化させる研究成果を創出するとともに、強い研

究分野の裾野を拡大して、外部資金獲得増に繋げる

▼卓越研究者獲得・育成・研究環境整備▼URA・専門人材配

置▼機器共用化▼異分野融合推進▼外部資金獲得支援

国際的なネットワークハブ機能を強化して、スタートアップ等

新しい価値を創造し、それらを社会実装に繋げる実践力ある

人材を育成する

▼ＥＵに山形大学サテライトオフィス設置▼スタートアップ支

援▼試作品製作強化▼ワンストップ支援センター設置▼知財

戦略再構築▼競争的外部資金獲得支援

南東北にサステナブル化を波及させ、地域産業の魅力を高

めるとともに、地域において活躍する人材を育成して地域創

生に貢献する

▼地域連携コンソーシアム設置▼自治体・参画機関と連携し

サステナブル意識醸成▼ソーシャルイノベーション人材・DX

人材育成

研究者の研究時間を確保して研究力の飛躍的な向上と安定

した経営基盤を確立し、多様な人材が生き生きと活躍する大

学経営を実現する

▼経営改革▼人事改革▼ダイバーシティ推進▼戦略的予算

配分▼研究支援・事務改革▼研究時間確保▼若手育成・大学

院改革▼ESG(環境・社会・統治への観点)強化
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実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

科学技術イノベーション機構（研究機構）機構長：理事(研究)

J-PEAKS 本部 本部長：学長
主なメンバー：理事(研究)・理事(教育)・理事(人事)・理事(財務)・理事(施設) 他

有機・無機ハイブリッド素材
総合知での融合研究
ナノテラス・先端計測装置

参画機関 × J-PEAKS南東北会議 × 地域連携コンソーシアム

JST スタートアップ・エコシステム形成支援

情報科学・実証フィールド
ＩＣＴ関連企業集積
強力な海外ネットワーク

食品・農業・実証フィールド
福島県内の産業・行政機関
とのネットワーク

食品・農業・実証フィールド
宮城県内の産業・行政機関
とのネットワーク

文科省 世界で活躍できる研究者戦略育成事業

連携

社会実装

事業化・産業化・
社会変革・地域創生へ貢献

異分野融合

連携

連携

共同研究

✓ アグリフードシステム先端研究センター（農業・食品）
✓ 農山村リジェネレーション共創研究センター（環境・林業）
✓ Well-Being研究所（医療・健康）
✓ アントレプレナーシップ教育研究センター（アントレ教育）
ほか、学内の他研究分野（総合知）

本学における次代を担う先端研究拠点

研究戦略企画本部 【企画部門】研究戦略・研究制度・予算

科学技術研究本部 【実施部門】先進的研究拠点YU-COE

イノベーション事業本部 【実施部門】ニーズプル型での事業領域

J-PEAKS 推進本部

研究推進統括本部 【推進部門】 研究支援・研究環境整備

研究・産学連携推進本部、知的財産本部、研究基盤本部

本部長：副学長（J-PEAKS担当）

基礎先端 成形加工・試作

融合・システム化

社会実装
事業化

実証・
社会実装試験

応用開発

有機材料システム研究拠点

GX共創センター
地域中核・特色ある研究大学の連携による
産学官連携・共同研究の施設整備事業

戦略的
推進

一体的
運 営

全学展開

人文社会･教育・
理・医・工・農

好循環

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ創出
✓ 知の最⼤化
✓ 経営リソースの拡張
✓ 戦略的再配分
✓ 研究力持続的発展

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出

山形
⼤学

研究活動を核とした
⼤学の力の最⼤化

J-PEAKS プロジェクト部門
多様性・卓越性のある

サステナブルエレクトロニクス
先端研究

J-PEAKS マネジメント部門

オープンイノベーション推進部門

統括クリエイティブマネージャー
クリエイティブマネージャー(CM)

戦略企画／管理運営／財務／知財・法務／
人事／地域連携／スタートアップ／プロジェクト

先端研究推進部門

ラボマネージャー(LM)・URA
研究戦略・研究推進・融合推進・

広報戦略・国際連携・研究者育成・
研究インテグリティ・研究環境整備

【オランダ】ホルストセンター／【フィンランド】フィンランド技術研究センター
（VTT）／【デンマーク】デンマーク技術研究所（DTI）／【フランス】
フランス国立科学研究センター（CNRS）等

山形県／東北経済産業局／やまがた産業支援機構／日本貿易振興
機構（JETRO）／福島国際研究教育機構（F-REI）／産業技術
総合研究所（東北センター・福島再生可能エネルギー研究所
（FREA））／国内企業等

海外ネットワーク ※サステナブルエレクトロニクスの研究開発で先行する欧州

国内ネットワーク ※国内での研究開発・ 国内（特に南東北）での社会実装

J-PEAKS推進特区



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

2034203320322031203020292028202720262025戦略・プロセス
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異分野交流学会の開催、融合研究への支援

ｱｳﾄ
ｶﾑ
指標

研究整備・研究DX

〈研究成果・定量的〉 国や分野を跨いだ異分野融合研究の推進により国際共著論文比率の向上

戦略

国際共著論文比率ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ
指標

実験機器共同利用ポータルサイトを活用した共用化促進 素材・エレクトロニクス・インフォマティクスの融合
✓基礎研究力の卓越性を伸長しインナーサークル形成
✓横展開・分野融合による分厚いイノベーション・シーズ

獲得
研究者・研究支援人材 卓越人材獲得・育成、業務管理・研究支援体制整備 卓越人材への支援、国際共同研究の強化

学内横展開・異分野融合

世界の一線級の研究者
との能動的な交流の状況

非競争領域
競争的資金獲得額

研究の多様性を生み出すため
に講じた取組の状況

異分野交流・融合領域創出の仕組みを深化

海外ネットワークハブ

戦略

スタートアップ創出数
プリテッドエレクトロニクス関連

海外ネットワーク整備（EUに山形大学サテライト設置、SNS発信、海外展示） 海外ネットワークの深化、海外企業とのマッチング強化
✓海外ネットワークの機能強化で海外での活動促進
✓試作品製造やスタートアップ等社会実装力を強化

し世界に革新
✓社会実装に繋げる実践力ある人材を輩出

試作品製作ライン整備（学内GAPファンド創設、ワンストップ窓口設置） 試作品製作機能の深化、共同研究を強化

能動的なマッチングの
取組状況

国際共同研究件数

海外機関との交流状況
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ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ
指標

アントレプレナーシップ教育

能動的なニーズ・シーズの
探索状況

試作品アウトリーチ

戦略

コンソーシアム参加機関数

地域コンソーシアムを立上げ・地域課題の発掘と解決案の提案 地域課題の深堀と解決・情報発信
✓地域創生に資する企業を増やし地域での活躍機会

を創出
✓南東北地域の社会実装・イノベーション実証拠点化

の促進

地域DXを推進(ESG×Digital経営スクール開設、異分野融合人材NW構築) 地域DX推進を深化

地域課題解決に向けた博士
課程学生育成の取組状況

企画実施プロジェクト

地元企業等への働きかけ、課
題の把握、解決へ向けた取組

知財活用戦略

経営改革

戦略

研究ガバナンス強化・人事制度改革・研究力向上プラン実施 研究ガバナンス強化、戦略的マネジメントの深化
✓資金の好循環を形成し安定した経営の実現
✓研究環境を整備し多様な人材が生き生きと活躍
✓大学院改革で、世界に挑戦する若手人材を育成
✓参画機関等との連携により南東北にサステナブル化

を波及させ地域産業の魅力を高め地域で活躍
する人材を育成し地域創生に貢献

URA等研究支援組織 インセンティブ付給与・働き方改革・参画機関と連携した育成支援 研究支援の育成、キャリアパス確保

URA人材雇用数

外部資金獲得額
（自己収入比率）

地域産業への波及

アントレプレナーシップ・イノベーション教育の実施 企業創出のための実践的教育の深化

知財活用戦略改革・活用の推進 戦略的マネジメントによる社会実装の拡充と増収

ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ
指標

ｱｳﾄ
ｶﾑ
指標

地
域
創
生

自治体・産業界と連携したサステナブル意識の醸成 南東北を社会実装・イノベーション実証拠点化

南東北へのソーシャルイノベーション事業の展開 スタートアップ・新事業展開への貢献

大
学
改
革

ｱｳﾄ
ﾌﾟｯﾄ
指標

事務業務改革 研究機器共用化・学外利用促進、研究管理DX推進、国際支援人材配置 コアファシリティの深化、事務DXの横展開

大学院改革 人材育成プログラム開発、経済的・キャリアパス支援、国際化の推進、社会人受入 大学院改革の深化、世界で活躍する人材育成

参画機関との連携強化 J-PEAKS南東北会議設置、自治体等との地域連携コンソーシアム設置 南東北地域での課題解決・成果発信を協働

社会実装支援の仕組み

地域連携コンソーシアム

ソーシャルイノベーション人材

地域のESG×DX人材

35％

年1.8億

〈研究成果・定性的〉 世界トップクラスの研究者との交流により世界最先端の研究に参画

〈外部資金獲得・定量的〉 多様性・卓越性を高めることにより有機材料分野での競争的資金の獲得

〈外部資金獲得・定性的〉 学内横展開や参画機関との連携による融合研究の活性化

国際研究ネットワークの構築

年5.4億

40％ 47％

国内外から多様な分野の人材が集う拠点

10年間で1.5倍に

総合知活用での多様なS/Eの応用と波及

10年間で4倍に

融合研究拠点の充実

〈新たな価値創造・定量的〉 SNS等を活用した世界への発信力の強化による試作品製造アウトリーチの充実０件

1社

〈新たな価値創造・定性的〉 国際的なビジネス振興機関と連携した海外展示会への出展等

〈社会実装・定量的〉 戦略的なスタートアップ支援と実践的な人材育成によるスタートアップの創出

〈社会実装・定性的〉 INOELを社会実装に向けた試作品製造機能と発信で世界的に展開

4社

年50件 年100件

グローバルオープンイノベーションの推進

年100件の世界への発信力

10年間で12倍に

国内外での連携強化

12社

5件 〈国際的な活動・定量的〉 海外企業等との共同研究実施のための体制整備による国際共同研究の増加

〈国際的な活動・定性的〉 サステナブル社会を先導する欧州の企業・研究機関等との連携促進

年50件 10年間で20倍に

海外NWハブ機能強化

年100件

有機材料システムをサステナブルエレクトロニクス（S/E）に進化させる研究成果を創出するとともに、強い研究分野の裾野を拡⼤して、外部資金獲得増に繋げる

⼤
学
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

年7億

イノベーションの社会実装の加速化ニーズプル型研究開発

世界的に展開するS/Eのイノベーション拠点

約50機関からなる地域連合体

10年間で26件のプロジェクト実施

博士人材の多様なキャリアパスの構築

南東北がひとつとなり地域創生へ対応

51機関

26件

30機関

13件

参画機関との協働

産業界での活躍促進

0機関 〈地域課題解決・定量的〉 地域課題の深堀と解決案への取組、情報発信を関係機関が協働で推進

〈地域課題解決・定性的〉 スタートアップ創出支援やアントレプレナーシップ教育の充実

０件 〈経済効果・定量的〉 地域産業に起こる変革を高度人材の育成や情報発信、技術移転等を企画実施し先導

〈経済効果・定性的〉 参画機関等と連携しS/Eでの南東北における地域課題の解決への貢献

5年間で2倍に・10年後も継続15名 勤務形態のフレキシビリティや事務職員や教員の転任・兼任の複線的なキャリアパス等の柔軟な制度

10年間、2倍の獲得額に
23.23億円
（4.91％） イノベーション・社会実装力の強化とESG化に投資し、研究力を向上させ外部資金獲得に繋げるサイクルの循環

30名

38.11億円
（7.70％）

30名

52.82億円
（10.37％）
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国際的なネットワークハブ機能を強化して、スタートアップ等新しい価値を創造し、それらを社会実装に繋げる実践力ある人材を育成する

南東北にサステナブル化を波及させ、地域産業の魅力を高めるとともに、地域において活躍する人材を育成して地域創生に貢献する

研究者の研究時間を確保して研究力の飛躍的な向上と安定した経営基盤を確立し、多様な人材が生き生きと活躍する⼤学経営を実現する

Ⓒ
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アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

① 国際共著論文比率 34.36% 40% 47%

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
世界の一線級の研究者との能動的な交
流の状況

準備調整
支援制度
の整備

制度利用
による交
流開始

制度利用
による交
流促進
（年間
10件）

制度利用
の全学展
開（年間
12件）

制度定着
による連
携拡充
（年間
15件）

国際的な
研究ハブ
としての拠
点形成

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

① 非競争領域の競争的資金獲得額 1.8億円 5.4億円 7億円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
分野融合など参画機関との共同研究を積
極的に推進するための支援件数

0件 10件 12件 14件 16件 18件 20件

①
研究の多様性を生み出すために講じた取
組の状況

準備調整
異分野融
合の環境
整備

継続実施

学際・融
合研究の
促進に向
けた学内
公募制度
の整備と
制度活用
によるプロ
ジェクト実
施（年間
5件）

制度活用
によるプロ
ジェクト実
施（年間
7件）

学際･融
合研究拠
点の形
成･充実。
プロジェク
ト実施
（年間
10件）

多様な視
点と連携
による国
際的な研
究成果の
創出



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

① 論文総引用数とトップ10％論文数
総引用数：2851

トップ10％論文数：125
総引用数：3300

トップ10％論文数：160
総引用数：3800

トップ10％論文数：200

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
本学の研究設備・機器のコアファシリティ化
を推進する共用設備登録数

299件 310件 320件 330件 340件 350件 400件

①
研究者が研究に専念するための環境整備
であるラボマネージャーの配置数

0名 3名 4名 5名 5名 5名 10名

①
優秀な若手人材や卓越した研究業績が
期待される有為な人材をスター教授やライ
ジングスター教授として採用する人数

0名 1名 1名 2名 3名 3名 5名

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

②
スタートアップ創出数（プリンテッドエレクト
ロニクス関連）※時点での総数

1社 4社 12社

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
研究成果を社会実装に繋ぐための「社会
実装支援パッケージ」を構築

準備調整

社会実装
支援パッ
ケージを
整備し、
学内研究
者への支
援を開始

全学的な
利用普及
を促進

パッケージ
利用件数
（年間
10件）

継続実施
（年間
15件）

パッケージ
を活用し
たスタート
アップ等の
事業化を
実施

安定した
運営体制
を確立し、
持続的な
スタート
アップ創出
を実現

②
参画大学と連携してアントレプレナーシップ
人材を輩出し続ける仕組みを構築

準備調整

連携体制
の整備と
教育プロ
グラムの設
計

継続実施

教育プロ
グラムの実
施（受講
者：年間
30名）

教育プロ
グラムの実
施（受講
者：年間
40名）

教育プロ
グラムの実
施（受講
者：年間
50名）

持続可能
な人材輩
出エコシス
テムの確
立



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓔ 申請時点 ５年後 10年後

② 国際共同研究件数 5件 50件 100件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

② 試作品の海外出展等アウトリーチ活動数 0件 10件 20件 30件 40件 50件 100件

② 海外学会や海外展示会への出展数 0件 50件 60件 70件 80件 90件 150件

② 能動的なマッチングの取組状況 準備調整

マッチング
支援体制
の整備
（UＲＡ
増員）

国内外展
示会への
出展実施

国内外
マッチング
の展開
（3年間、
国際共同
研究5
件）

国内外展
示会への
出展増加

国内外
マッチング
の展開
（5年間、
国際共同
研究10
件

持続的な
事業創出
とグローバ
ルマッチン
グの定着

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓕ 申請時点 ５年後 10年後

②
大型共同研究（受託等含む）の件数及
び受入額

34件
761,796千円

70件
1,500,000千円

100件
2,300,000千円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
有機エレクトロニクスイノベーションセンターに
支援人材配

0名 1名 2名 3名 3名 3名 3名

② 特許活用の専門人材の拡充 2名 3名 5名 5名 5名 5名 5名

② 能動的なニーズ・シーズの探索状況 準備調整

探索活動
の基盤整
備（URA
増員）

探索活動
の基盤整
備（全学
的なシー
ズ説明会
実施、成
果のWEB
発信）

探索活動
に関する
効果検証
の実施
（アンケー
トなど）

効果検証
を踏まえた
改善策の
検討・実
施

首都圏に
おけるス
テークホル
ダーとの対
話の場
（ワーク
ショップ）
の設置

持続可能
な共創基
盤の確立



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓖ 申請時点 ５年後 10年後

③
「地域連携コンソーシアム」立上げと参加
機関数

0機関 30機関 51機関

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③
地元企業への働きかけ、課題把握、解決
へ向けた取組

準備調整

体制整備
と現状分
析･課題

抽出

継続実施

課題解決
のための
対応体制
（チー
ム）の整
備

チームによ
る課題解
決（年間

3件）

成功事例
の共有と
実践的取
組の展開

持続可能
な地域経
済･地域
社会の形

成

※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓗ 申請時点 ５年後 10年後

③ 学生の南東北地域への就職数 513名 600名 700名

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③
アントレプレナーシップ教育や地域共創によ
るソーシャルイノベーション事業の実施

山形県内
での実施

南東北地
域への展
開に向け
た体制整
備

南東北地
域での事
業実施

地域課題
解決型プ
ロジェクト
の創出
（年2
件）と人
材育成の
実施

継続実施

地域課題
解決型プ
ロジェクト
の創出
（年5
件）と人
材育成の
継続実施

教育と地
域共創の
定着と発
展

③
課題解決に向けた博士課程学生育成の
取組状況

準備調整

博士人材
育成環境
の検討・
整備

課題解決
に向けた
人材育成
セミナーの
実施（年
1回）

セミナーの
実施（年
2回）、
課題解決
プログラム
への学生
参加（年
2名）

継続実施

セミナーの
実施（年
4回）、
課題解決
プログラム
への学生
参加（年
3名）

博士人材
の地域定
着と育成
モデルの
制度化



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓙ 申請時点 ５年後 10年後

③ 地域企業との共同研究数・技術移転数
46件

88,749千円
60件

113,000千円
80件

145,000千円

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③
地元企業向けのサステナブル社会への対
応支援

準備調整

URAを新
たに配置
し、課題
把握と支
援方針の
策定

地域コン
ソーシアム
の立上げ、
セミナー開
催（年1
回）

地域コン
ソーシアム
への参加
促進に向
け対応、
セミナー開
催（年2
回）

地域全体
への展開
と参画企
業への効
果検証
（アンケー
ト実施）

アンケート
結果を踏
まえた改
善策の検
討・実施

地元企業
によるサス
テナブル
社会の推
進と定着

機能 アウトカム指標Ⓘ 申請時点 ５年後 10年後

③
地域課題解決に向けた企画実施プロジェ
クト ※時点での総数

0件 13件 26件

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

③ 「ESG×Digital経営スクール」開設（延べ
参加者数）

準備調整 運用開始 30名 60名 90名 120名 300名

③ 食農産業への貢献に資する学内横展開
の研究プロジェクトへの支援制度構築

準備調整
支援制度
の構築

支援制度
による研
究プロジェ
クトの実

施

参画機関
とのる共
同研究の
実施

継続実施

制度の本
格運用と
成果の社
会発信の
実施

継続的な
支援体制
の構築と
地域産業
への貢献



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓚ 申請時点 ５年後 10年後

①
②
③

外部資金獲得額（自己収入比率）
23.23億円
（4.91%）

38.11億円
（7.70%) 

52.82億円
（10.37%）

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
②
③

URA人材雇用数 15名 22名 27名 30名 30名 30名 30名

①
②
③

「山形大学研究力向上プラン」を策定 準備調整

プランの策
定と重点
施策の着
手

継続実施

施策の展
開と取組
の可視化
に向けた
評価委員
会の設置

評価結果
を踏まえた
向上プラ
ンのブラッ
シュアップ
と実行

研究力強
化による
大学改革
の加速

研究力を
核とした大
学の価値
創造と社
会的信頼
の確立

①
②
③

URAの階層化、無期雇用・幹部+幹部
登用等のキャリアパスを明確化したインセン
ティブ付給与制度を構築

準備調整

制度設計
とキャリア
パスの方
針の検討

方針の策
定

制度の導
入とインセ
ンティブ付
与対象者
（3名）

継続実施

制度の定
着とインセ
ンティブ付
与対象者
（10
名）

制度の継
続的改善
とURAの
大学運営
への貢献
拡大

①
②
③

機器の共有化・研究管理業務DXを構築 準備調整 運用開始 継続実施

DXの全
学的展開
と外部利
用の拡大
（前年比
5％向
上）

外部利用
の拡大
（前年比
5％向上

外部利用
の拡大
（前年比
5％向上

安定的な
運営体制
の確立と
研究環境
の最適化
の実現



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和7年10月時点のもの

①
②
③

研究に専念できる時間の確保状況等の環
境整備状況

準備調整

研究環境
の課題把
握と改善
方針の策
定

方針の実
行

実施事項
に基づく効
果検証
（アンケー
ト活用）

検証結果
に基づく改
善策の検
討・実施

研究専念
時間の拡
大（申請
時比で、
改善した
研究者
50％）

研究に没
頭できる
環境によ
る研究力
の確実な
向上

①
②
③

URA・技術職員等の研究支援人材や産
学官連携人材の育成状況

準備調整

URA･技
術職員等
の組織体
制と人材
配置･育
成方針の
検討

URA･技
術職員等
の組織体
制の整備
と人材配
置･育成
方針の策
定

方針に基
づく実施。
URA･技
術職員等
へのヒアリ
ングの実
施

ヒアリング
の継続実
施、改善
策への対
応

安定した
組織運営
とURA･
技術職員
等の大学
運営への
貢献

制度の継
続的改善
とURA･
技術職員
等の大学
運営への
貢献拡大

①
②
③

研究支援・事務改革の取組状況 準備調整
現状の把
握と分析

研究支援
事務の効
率化着手

各キャンパ
スの研究
支援事務
の本部一
元化、事
務組織の
再編

新体制で
の業務遂
行と効果
の検証、
および検
証結果を
踏まえた
対応の実
施

他の事務
業務への
展開

大学経営
の革新と
研究環境
の最適化



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓛ 申請時点 ５年後 10年後

①
②
③

優秀で多様な研究者の採用・集積 300名 400名 500名

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
②
③

ダイバーシティ等に対応する支援人材の増
強と体制強化

1名 2名 2名 2名 2名 2名 2名

①
②
③

研究者の海外派遣・受入数

派遣：
65名

受入：
16名

派遣：
100名
受入：
30名

派遣：
100名
受入：
30名

派遣：
100名
受入：
30名

派遣：
100名
受入：
30名

派遣：
100名
受入：
30名

派遣：
200名
受入：
60名

①
②
③

人事評価システムの透明化と評価結果に
基づくインセンティブの付与を実施する人事
評価システムの仕組みを構築

準備調整

人事評価
制度の設
計と透明
性向上の
方針策定

継続実施

評価制度
の運用開
始とインセ
ンティブの
導入

継続実施

制度の定
着と成果
に基づく評
価文化の
醸成

制度の進
化・改善
の継続性

①
②
③

大学院改革、サステナブル・異分野交流を
キーワードとした新たな大学院人材育成プ
ログラムを開設

準備調整
プログラム
の検討開
始

プログラム
の構築

プログラム
の実施
（受講
者：10
名）

継続実施

本格的な
実施（受
講者20
名）と効
果の可視
化・検証

継続的な
実施とプロ
グラムの充
実

①
②
③

異分野融合人材の育成 準備調整

社会人ド
クターへの
多様な学
びの体制
整備

社会ドク
ターの受
入促進

社会人ド
クター受
入（年間
5名）

継続実施

社会人ド
クター受
入（年間
7名）

持続可能
な研究・
教育エコ
システムの
確立

※本指標は令和7年10月時点のもの



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

①
②
③

研究力向上(研究成果の社会実装を含
む)に向けた博士学生の育成状況

準備調整

博士課程
学生の研
究環境の
現状把握
と育成策
の検討

育成策に
基づく実

施

博士学生
の論文数
の増加

（前年比
5％増
加）

博士学生
の論文数
の増加

（前年比
5％増
加）

博士学生
の論文数
の増加

（前年比
5％増
加）

博士人材
の社会的
活躍と大
学の研究
力向上へ
の貢献

①
②
③

強みある分野の研究者(ダイバシティの観
点を含む)や博士課程学生の増加

準備調整

多様な研
究者・博
士課程学
生の受入
体制の整

備

継続実施

整備状況
に対する
アンケート
調査の実

施

アンケート
結果に基
づく改善
策の検

討・実施

他分野へ
の展開

多様性を
活かした
研究拠点
としての認
知と人材
循環の確

立

※本指標は令和7年10月時点のもの



共通指標（各採択⼤学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究の多様性を生み出すために講じた取組の状況 準備と調整
学際･融合研究拠点の形
成･充実。プロジェクト実
施（年間10件）

多様な視点と連携による
国際的な研究成果の創
出

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

非競争領域の競争的資金獲得額 1.8億円 5.4億円 7億円

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

世界の一線級の研究者との能動的な交流の状況 準備と調整
制度定着による連携拡充
（年間15件）

国際的な研究ハブとして
の拠点形成

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際共著論文比率 34.36% 40% 47%

※本指標は令和7年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

能動的なマッチングの取組状況 準備と調整
国内外マッチングの展開
（5年間、国際共同研究
10件）

持続的な事業創出とグ
ローバルマッチングの定着

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

スタートアップ創出数(大学発ベンチャー認定) ※時点での
総数

6社 12社 24社

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

能動的なニーズ・シーズの探索状況 準備と調整
首都圏におけるステークホ
ルダーとの対話の場（ワー
クショップ）の設置

持続可能な共創基盤の
確立

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

試作品の海外出展等アウトリーチ活動数 0件 50件 100件

【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

海外機関との能動的な交流状況 準備と調整
安定した連携体制の構築
による共同研究の加速化

国際連携の深化と世界
的プレゼンスの向上

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際共同研究件数 5件 50件 100件

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択⼤学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：③）
【共通指標区分：地域課題解決に向けた取組に関する指標】

【共通指標区分：経済効果に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地元企業への働きかけ、課題把握、解決へ向けた取組 準備と調整
成功事例の共有と実践
的取組の展開

持続可能な地域経済･
地域社会の形成

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

地域課題解決に向けた企画実施プロジェクト ※時点で
の総数

0件 13件 26件

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

課題解決に向けた博士課程学生育成の取組状況 準備と調整

セミナーの実施（年4
回）、課題解決プログラ
ムへの学生参加（年3
名）

博士人材の地域定着と
育成モデルの制度化

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

「地域連携コンソーシアム」立上げと参加機関数 0機関 30機関 51機関

※本指標は令和7年10月時点のもの

共通指標（各採択⼤学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


